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　　　　　　　　（B組の結果）
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1 2 ランダムファイル 〔コメントの場合（A2）タイプを含む〕
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　図26に一般型データ・ファイルの構造（評価ファイルを含む）と蓄積型データ・ファイ
ルを示しておいた。TypeにA，　B，　CおよびEとあるのは，主にファイルの容量の節約
のためで，特にType　Eは4層ないし5層のメモリー設定（O，1，2，……9のデー
タ）ができるようになっている。一般型データ・ファイルの1～25コラムまではフェース
シートゾーンで，ここは主に生徒個人の名前や属性を記録するところで，26－128（96，
64）コラムまでは，数値的なデータの保管場所にあたる。Type　EはType　A，　Bおよび
Cを圧縮したもので，パーマネント・ファイルとして長く保管される。Type　A，　Bおよ
びCもパーマネント・ファイルではあるが，それらのデータの内容は，ある程度塗り替え
られることになる。また一般型データ・ファイルには評価用のデータ（評価係数や指数）
などの保管や蓄積も行う。
　図27にコメント型データ・ファイル（ドロップデータ・ファイルを含む）と，コメント
およびデータ蓄積ファイル（ブレイン・ファイルを含む）を示しておいた。このファイル
は主にコメント文を保管するファイルで，コメントの種類や文字数に応じて，Type　A，
B，C，　D，および蓄積の方法からType　X，およびType　Yがある。　Type　Xはシー
ケンシャル・ファイル構成であり，Type　Yはランダム・ファイル構成である。この外，
ドロップデータ・ファイルやBRAINシステム用の連想用ファイル，およびワークファイ
ルなどがある。ドロップデータ・ファイルとは主に特殊なデータ，たとえば，集団全体が
必要としないが一部の個人データだけ必要な場合，これらをまとめて保管するファイルで
ある。これによってファイルの節約と，冗長性の高い構成から逃れることができる。
BRAINシステム用の連想ファイルは，その名の通り連想用の専用ファイルで，入出力の
対象となる言葉や内容を必要に応じて想起させるためのファイルである。ワークファイル
とは，作業用のファイルで，一部にスクラッチ・ファイルの構成を持っている。このワー
クファイルの目的は，ファイル間のデータの受け渡しや，一時的なデータの保管や，
EDUPACKなどの連係作業をするのに必要なもので，主にマトリックス構造に対応する
ものとなっている。
　　（2）個別学習のモニターのためのプログラム
　従来，児童・生徒の学習データは，パンチカードやマークカードを中心に処理してきた
が，TTY端末から直接データを入力する方法を企図した。これは，教育におけるデータ
が色々な形態を必要とし，定形的なマークカードやパンチカードで処理できなくなったζ：
とにもよるが，直接教師が児童・生徒のデータや結果をコンピュータの端末で見るため，
データの入出力としてモニターするということを考慮したからである。そのため，エンドユ
ーザー的な教師が端末に向つた時に，充分に計算機に親しめるようにした。それは，会話
型の特徴を生かした方法であると同時に，プログラムの実行においても，入出力の充分な
説明を与えることによって，不安なく利用できるようにした。表4にはこれまでに作成し
た個別学習用のモニターのためのTSS／40システムにおけるプログラムと，その処理，お
よび機能を示しておいた。プログラム名で，先頭にFとあるのはファイル用のプログラム
で，Pとあるのが一般に使用するものである。表5にはTSS／40システムとファイルシェ
アのできるFACT／40システムによる個別学習モニ・ター用のプログラムをあげておいた。
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ここではLP（ラインプリンター）による結果の出力が中心となっている。このファイル
シェアのため，先に説明したファイル等は必要に応じてどちらにでも構成できるようにな
っている。特にワークファイルについては，TSS／40およびFACT／40どちらにも同じ構
成のものが用意されている。
表4．TSS／40における個別学習モニターのためのプログラム
プ。グラム名！
　　　　　　「
プログラムの処理および機能
F
F
F
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
1
2
3
ユ
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
DUP（全く同じファイルを作る）
COPY（一部同じファイルを作る）
CHANGE（ファイルのサイズや属性を変更する）
初期設定用（イニシャライズ）
フェースシート入力用
データ入力用（シーケンシャル）
　　　〃　　　（ランダム）
新規・追加・修正・確認用
　　　〃
コメント入力用　一
正誤表入力用
評価規準入力用
一斉診断のモニター用
個別診断のモニター用
評価規準設定後のモニター用
SPACE（開発用）
1タイプ
Aタイプ
表5．FACT／40における個別学習モニターのためのプログラム
プログラム名
INDP
　　P
　　P
　　P
　　P
　　P
　　P
　　P
　　P
　　P
BRAIN
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
＊
EDUPAC：K＊
プログラムの処理および機能
FACT／40－TSS／40のファイルシェア用
ファイルの修正，追加，変更用
中間結果処理および変換用
一斉データ処理用（個人別・問題別・SP表など）
第一次診断用
第二次診断用
第三次診断用（総合診断を含む）
個別学習状況のモニター用
総合・評価・診断用（TSS／40のモニター）
SPACE（開発用）
連想用のブレインファイル起動，および処理用
教育統計用プログラム集団
＊．システム名
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　　（3）個別学習のためのモニタリング・システム
　図28に個別評価のたあのモニタリング・システムの概要を示しておいた。これは実際の
動的なファイルを中心に図示しているため，簡略化されたものになっている。処理の中で
特に考慮されているのは，データの一般的な入出力はTSS／40システム側が担当し，結果
の出力やファイルの保管や蓄積などは：FACT／40システム側で行うようにしたことである。
　　　図28学習モニタリング・システムの概要
：LP FACT／40 Stored
　File
CRΦ
廻onito：蹴
TSS／40
麗聖
11pu
atput
（Copy）
Work　File
Data
Matrix
Statis’七ic
　　：Fiユe
　：File
Proces80
ユ3valuatio
　Fi：Le
EDU：PA　CK
　TTY端末より入力されたデータは，まずワークファイルに入り，必要に応じて評価フ
ァイルや蓄積ファイルとの照合を行い分析用の分析ファイルに入る。ここでは，データの
種類が二通りに分かれて，通常のデータ形（属性＋データ），およびマトリックスデータ
形とになる。マトリックスデータの場合にはEDUPACK：のサービスを受けることができ
る。また蓄積用のファイルの外に，評価ファイルや分析用のファイルにも一時的にデータ
や中間結果を保管する場所があり，これらを利用して，直接評価ファイルから分析用のフ
ァイルへ，さらに分析用のファイルから蓄積用のファイルへとデータの移動ができるよう
になっている。またこの図では，EDUPACKやファイル・プロセッサーを除いた一連の
プログラムは省略してある。ファイル・プロセッサーとは，ファイルの移動や変更や修正
を行うためのもので，利用者には直接関係はないが，必要に応じてこのサービスを受ける
ことはできる。TSS／40システムの蓄積用のファイルに入った結果やデータは，必要に応
じてFACT／40システム側にファイルされる。　FACT／40システム側ではTSS／40システ
ムとのファイルシェアを行い，結果の出力や，ファイルの移動や変更を行う。またこのモ
ニタリングシステムの大きな特徴は，CRTディスプレイ端末を通じて，これらのデータ
の合成や中間結果の状況などを監視できるということである。特に評価ファイルとの組合
わせによって行われる評価は，個別の評価を満足するもので，必要に応じて，その評価の
結合状態を変えられるので，大胆な評価設定による試行の結果をモニターすることができ
る。しかし，このような結果が必ずしも教育的な価値のあるものとは限らず，必要に応じ
て取捨選択する必要がある。このように学習モニタリング・システムの利用法は新しい評
価の可能性を探るとともに，またそのような結果がどのように現実に対応するかという問
題を前向きに処理しようとするものである。
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　　（4）自己評価係数の考え方について
　以上説明してきたTSSによるモニタリング・システムによる個別評価の実際例につい
ては次回にゆずるが，このシステムをつかっての新しい評価の原理と方法の一端を述べる
ことにする。
　図29に応個学習における学習者の問題に対処する状況について示しておいた。応個学習
の学習者は，教材用のマテリアルの上で，どの問題を解答しようかと考えている場合を想定
図29応個学習における学習者のレベルと
　　　　　　　問題アタックの情況
能力レベル
フ
亀B
回避行動
’
D1
D2
D3
難易度（問題のレベル）
D3＞D2＞D：
してもらうとわかりやすいと思う。同心円状に書いてあるのが問題の難易度を表現してい
るもので，円が大きいことは，その問題が一般的に難しいことを表わしている。Aおよび
Bは，同心円の中心からの距離によって，その問題に対する能力や意欲などを表現してお
り，この場合は，Aの方がBよりも能力が高く意欲があるとした。このようにすると，　A
およびBから同心円に対する接線と中心を通る線との角度が，その問題に対する個別の難
易度として表現できる。すなわち，能力が高く，意欲などがあれば同じような問題は易し
く，逆になれば難しくなる。このように，同じ問題にアタックしても，その難易度が生徒
個人によって異なるということが，個別の評価の設定に必要と考え，この前提に立って評
価係数を考えることにした。
　個別学習用マテリアルの問題の上では，学習者は回避行動をとることが許されている。
このことによって学習者は自己の能力を自分自身で判断して，その問題にアタックする
か，どうかを決定していることになる。その判断の材料となるのが問題に対する個別の難
易度であると考えられる。また，一旦回避行動をとっても，他の問題をアタックすること
によって，力をつけ再度回避した問題に挑戦するという意欲も出てくる可能性がある。
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　図30に評価規範の可能性として，個別評価の規範の設定を試みてみた。ここでは個別評
価の基本的な三つの軸をCRITERION（規範），STUDENT（生徒），およびLEVEL
（能力）と想定した。この三軸から考えられるものは，教育内容（評価内容を含む），集
団特性，および個人特性，および生徒個人の総合評価であろう。ここでLEVELとして
能力をあげているが，これは内容的には総合的能力であろう。その軸に飽和的レベルと現
実的レベルの二つのポイントを示しておいたが，飽和的レベルとは，その個人のもてる能
力を同一の評価のカテゴリーで考えた時，最大の能力とした。この飽和的レベルが生徒個
人で異なることも個別評価の前提である。これに対して現実的レベルとは，その生徒個人
が表現した結果的なレベルである。飽和的レベルとの差は余力ではなく，発揮できなかっ
た能力であるとした。そこでこの関係から次のような自己評価係数を設定することにし
た。
　　　　　　　　　　　　　現実のレベル（結果の能力）　　　自己評価係数一
　　　　　　　　　　　生徒の自己評価によるレベル設定（飽和的レベル）
　もちろん，現実にこのような自己評価係数を利用して評価を行う場合，はたして，教師
が生徒自身のつけた自己評価のレベルを認めることができるか，という問題もある。ま
た，生徒が自己の能力を評価できないという場合もあるので，当初は教師が飽和的レベル
設定に関与する必要があると思う。また生徒側，教師側で別々にこのレベル設定を行い，
それで総合的に評価することも検討する必要がある。知能テストなどを飽和的レベル設定
の材料に使うことも考えているが，それが客観的なものと断定できないところに問題があ
る。このように自己評価係数にはまだ問題もあるが，生徒個々人の努力や意欲を正当に塾
図30　評価規範の可能性
　　　　　　　　　　CRITERION／category
生徒個人のパーソナリティに応じた評価
現実のレベル
EPご・
　　飽和的レベル
EP＝Evaluation／personality
　　　　∠飽御ベル
戸
現実的レベル　　LEVE恥撒y
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価できる可能性も大きく，応個的な評価の目的に合うものと思っている。もちろん，この
ような自己評価の外に相対的な評価も必要ではあるが，それは単にその生徒個人の集団の
中での評価にとどまっているのが現実ではないだろうか。現在のように一斉授業が中心に
なっている教育の現場においては，集団の中の個人に対する評価は今後も中心的な教育評
価の前提かもしれないが，個別学習やその評価の方法が確立されないかぎり，学校教育の
進展は難iしいと思う。
お　わ　り　に
　この論文は，本文中にも記したように，本紀要前号掲載の「個別（応個）学習用マテリ
アルの開発試行とコンピュータによる個人診断表の作成について」につづくものである。
NIGHTシステムのプロジェクト・チームとしての研究は，一応昭和52年3月をもって終
了したが，ひきつづき，現場の学校および先生方のご協力をえて，個別（応個）学習用教
材の開発試行と，コンピュータによる評価・診断・処方システムの研究を小グループで，
教育工学センターを中心として行なっているし，今後も継続するつもりである。教材作成
に52年度新しく内地留学生の小笹泰人氏が参加されたほか，ひきつづき秋本弘毅，平国康
山回のご協力をいただいている。：NIG：HTシステムがねらった離島とのオン・ラインによ
るデータ通信システムは，未完成であるが，TSSによるデータ処理システムの開発に漸
く着手することができたのは，「日暮れて道遠し」の感があるが，オン・ライン化の準備
ということもできよう。これをつかってのデータ処理の結果は，次回に報告する。
　本稿1，2を八田が，3，4を西岡が執筆した。この研究に要した費用の一部は，文部
省科学研究費特定研究科学教育によった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和52年10，月31日受理）
